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2018年6月 石川県信用保証協会への保証申込書類の電子メール送付開始。
2020年8月 特別保証認定プロセスの電子化。
2021年3月 信用保証書の電子化。
2021年6月 Microsoft Teamsによるコミュニケーションの円滑化に向けた試行開始。
2021年9月 本格開始。空き枠照会や事前相談、保証申込、審査時の連絡を含めTeamsで一元化。

以下による事業者支援の量の増加を見込む。
①導線の一元化による生産性向上。
②不在や折り返し電話による時間のロスの削減。
③申込から実行までのリードタイム短縮。

（1）取組概要

（2）効果

石川県信用保証協会北國銀行

Microsoft Teams
（3）イメージ図

空き枠照会、事前相談・審査
保証申込(条件変更・事故報告含む)
審査(連絡)
※各種書類送付もペーパレスで完結(一部除く)
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１．Teams画面イメージ

石川県信用保証協会
・不在や折り返し電話による時間のロスやストレスがなく
なり、生産性向上。
・新入社員等若手社員の育成の観点からも有効。
(どんな伝え方をしているのか、確認、指導が出来る)

北國銀行
・管理面の強化。
(進捗状況、信用保証協会とのやり取りの見える化)
・外出時等の隙間時間の有効活用。
(Teamsによる質問の確認、回答)
・保証申込の全国統一改定もあり、ペーパレスでの保
証申込が実現 (一部原本送付)。

２．現場の声
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今後の取組み:IBP（当社CRM）によるお客さま情報、支援方針の共有
（1）考え方

お客さまに対する金融機関の支援方針、取組内容を信用保証協会と共有、目線を合わせることが、真の事業者支
援に繋がる。事業者支援の質の向上を目指す。

（2）取組概要
IBP（当社CRM）と石川県信用保証協会のシステムをAPI連携して情報共有する方針。
保証申込等にかかる必要なお客さま情報や当行の支援方針、取組内容を共有する。
※各種法律やシステム対応は一部確認中。

（3）効果のイメージ図




